ケアハウス第三親和園　重要事項説明書
1.当事業者が提供するサービスについての相談窓口
　　　　電話　073-473-9600　（平日午前8時45分～午後5時45分まで）

　　　　担当者　　中井　誠
　　　　　　　　　　　※ご不明な点はおたずねください。

2.当事業所の概要
（1）事業所の名称等

	事　業　所　名
	ケアハウス　第三親和園

	所　　在　　地
	和歌山県和歌山市杭ノ瀬463番地1


（2）同事業所の職員体制

	
	人数
	業　　務　　内　　容

	施設長
	1名
	従業者の管理及び業務の管理。

	生活相談員
	1名
	入退居手続きや生活相談、各種サービスの調整、連携。

	栄養士
	1名
	入居者の栄養管理に従事。

	介護職員
	4名
	入居者の健康状態、生活スタイルの把握に努め緊急時の対応に備える

	事務員
	1名
	経理及び一般事務に従事。


（3）同事業所の設備の概要
	定員
	50名
	一人部屋
	44室
	二人部屋
	6室


	食堂
	1ヶ所
	大浴場
	2ヶ所
	厨房
	1ヶ所

	相談室
	1ヶ所
	洗濯室
	1ヶ所
	宿直室
	1ヶ所

	多目的ホール
	1ヶ所
	事務室
	1ヶ所
	談話室
	2ヶ所


	居室内設備
	エアコン、浴室、シャワー設備、洗面所、トイレ、ミニキッチン、収納庫、電話、

ナースコール


3.サービス内容

（1）食事の提供

（2）入浴の準備

（3）各種生活相談

（4）疾病、負傷等緊急時の援助

（5）生活援助、レクリエーションへの協力

4.利用料金

（1）基本利用料は生活費、事務費、管理費からなります。

・生活費

冬季加算（１１月～３月まで）として暖房費（2,160円）が加算されます。

食事を欠食された場合は生活費から欠食分（朝食200円、昼食500円、夕食500円）を差引きます。
月途中の入退居の場合は日割計算とします。
・事務費

事務費は、入居者本人の前年の収入額によって事務費徴収額が決まります。

毎月１日在籍時に徴収されます。

・管理費

併用納入方式と分割納入方式があります。（入居契約書第１４条参照）

月途中の入退居の場合は日割計算とします。

・光熱水費

水道、電話代は使用料が徴収されます。

電気代は、関西電力との個別契約となり、使用料が請求されます。
　　　・電話使用量

　　　　　　基本料金990円が徴収されます。

（2）支払方法
①毎月１０日前後に請求書にて通知します。

②お支払い方法については、事務所へ直接お支払い頂くか、銀行振込若しくは口座振替
とします。

利用料振込先　

紀陽銀行　紀三井寺支店　（普）　626239

ケアハウス第三親和園　施設長　川﨑　秀行　　

（ケアハウスダイサンシンワエン　シセツチョウ　カワサキ　ヒデユキ）
5.退居の手続き

（１）都合により退居しようとする場合は、30日前に届け出て下さい。
（２）次のような場合には意に反して退居していただくことがあります。
①不正またはいつわりの行為によって入居したとき。
②正当な理由なく、利用料を滞納したとき。

③感染性疾患、精神的疾患等で他の利用者に迷惑をかけるなど共同生活に不適当な場合。

④要介護状態となり、必要な援助を受けられなくなったとき。

⑤金銭の管理、各種サービスの利用について自分で判断ができなくなったとき。

⑥施設スタッフ及び介護サービス提供者等に対してハラスメント行為を行ったとき。
⑦その他、入居契約に違反したとき。
6.当施設のサービスの特徴等

（1）運営の方針

入居者の意思及び自主性を尊重するとともに、高齢者の特性に配慮した住みよい住居を提供し、入居者が明るく心豊かな生活が送れるよう、食事の提供、相談機能の充実、余暇活動の援助、疾病、災害等緊急時の対応等処遇に万全を期することを基本方針とする。
（2）サービス利用にあたっての留意事項
①外出、外泊は自由ですが、部屋の管理や防災、防犯上、入居者の所在を把握しておく必要があります。お出かけの際は、その都度、外出・外泊届けをご提出頂き、玄関下駄箱に外出・外泊の札をお掛けになりお出かけください。
②来客者があったときは、事務所前の来客者名簿に記入してください。
③入居者以外の宿泊は、施設長の許可が必要になります。
④次のような行為はしないでください。

・ケンカ・暴行・中傷・口論・泥酔等、他人に迷惑を及ぼすこと。
・建物、備品、樹木等を損傷すること。

・犬、猫等のペットを飼育すること。

但し、魚等の小動物についてはご相談ください。

・無断外泊や許可なく門限（午後９時）を守らないこと。

・施設内において特定の宗教活動や政治活動、営業活動を行うこと。

・危険物、可燃物を持ち込むこと。
・施設スタッフ及び介護サービス提供者等に対してハラスメント行為を行うこと。
・その他施設の秩序や風紀を乱す等、共同生活に甚だしく支障をおよぼすようなこと。
⑤居室について
・常に清潔をこころがけ、環境衛生に留意し気持ちよく生活できるよう努めてください。

・入居後、特別の場合を除き居室の変更はできません。

・居室内の備品が故障、破損した場合は、速やかに事務所に届けてください。
・トイレは水洗のため、トイレットペーパー以外の物は一切流さないでください。

⑥共用廊下について
廊下は入居者全体の通路でもあり、又火災等非常時の避難路でもありますので障害となる荷物を置かないで下さい。但し、移動手段のための歩行器や車イス等、止むを得ない物品についてはこの限りではありません。

⑦食事について
・食事開始時間は概ね次のとおりとなります。
朝食　　8時

昼食　　12時

夕食　　17時

但し季節や状況により変更することもあります。

・食事は、原則として食堂で行います。

・食事のキャンセルは、発注の関係上、１４日前までに届けてください。この期限を過ぎた場合は、欠食として生活費から差引くことはできません。
・食品衛生上、食堂にて食べきれなかった食材等は、絶対に居室に持ち上がらないでください。
体調不良等により止むを得ない場合は、職員が居室までの配膳を行います。

・食堂の座席は、入居者の状態等を勘案し、座席の指定をお願いしていますのでご了承ください。
・衛生上、厨房内へは絶対に立ち入らないでください。

・食事のご要望については栄養士又は、事務所までお伝えください。
⑧入浴について
・各居室の浴室は随時ご利用できます。

・大浴場の利用時間は、毎日午後0時～午後6時までとします。

・大浴場では、次のことはしないでください。

浴槽内で身体を洗うこと

浴室で洗濯をすること

浴室で汚物を流すこと
⑨洗濯について
・3階の共同洗濯室（洗濯機・乾燥機設置）をご利用ください。
・ご利用料金は次の通りとなります。

洗濯機　　　200円/回

乾燥機　　　100円/30分

・洗濯・乾燥は朝6時開始～夕方6時終了の間でお願いします。
・居室（ベランダ等）には排水設備の関係上洗濯機を設置することはできません。
⑩門限について
・門限は原則午後9時です。止むを得ず門限時間以降の帰園になる場合は当直者（073-473-9600）まで連絡ください。
⑪多目的ホール、喫茶コーナー、談話室等共用室の利用について
・テレビ観賞、談話、その他の娯楽に利用できます。

・行事や趣味の集いなどが行われるときは、ご自由にご参加ください。

⑫入居者への連絡
・連絡、案内等の事項は館内放送の他、掲示にて行います。
⑬郵便、宅配、新聞等について
・郵便物は事務所にまとめて配達されます。随時お配りしますが、お急ぎの場合は事務所へのご確認をお願いします。
・新聞は玄関前の郵便受けに配達されますので各自でご確認お願いします

・現金着払いの宅配物は、原則入居者にてお受けください。ご不在の場合は、再配達をお願いすることがあります。
⑭保健環境衛生について
・居室の清掃、布団類の乾燥、下着類の洗濯等、常に清潔をこころがけ施設内外の清掃環境衛生にご協力下さい。

・平素からご自身の健康には十分留意し、異常があれば速やかに申し出るとともに、診察を受けてください。保険証等、受診の際に必要となるものは、一括してわかりやすい目立つ場所に置いて下さい。
・施設で実施する健康診断はできる限り受けてください。

・入居者の希望があれば、ご家族等の泊まりこみで看病することもできます。その時は、施設長の承認を受けてください。

・入院加療を必要とする方には、その措置を講ずるとともに、療養に専念して頂きます。

・入院期間が3ヶ月以上の長期に及ぶときは、双方協議の上、入居契約を継続するか否かの決定となります。
⑮ゴミの処理方法について
・燃えるゴミ（生ごみ、紙類）と、燃えないゴミ（缶、ビン、金属類）に分けて、3階洗濯室のそれぞれのゴミ容器に入れてください。
・紙類の内、新聞紙、雑誌、ダンボール等は再生ゴミですので、紐等でまとめてお出しください。

　　　⑯防災について

・タバコの不始末、コンロ、アイロン、アンカ、コタツ等の消し忘れのないよう火災防止には十分ご注意ください。
・所定の器具及び、指定場所以外での火気の取り扱いは一切しないでください。

・火災等、非常事態が発生した場合は直ちに職員に連絡してください。
・施設で実施する、防災、非難訓練には積極的に参加して下さい。
・災害発生の場合、職員の指示に従い、あらかじめ指定された経路に従って退避してください。

・災害発生のときは、原則、エレベーターを利用できません。

⑰立ち入りについて
防犯、防災等、緊急止むを得ない場合に、職員が居室内に入ることがありますのでご了承ください。

⑱資料の提出等について
・入居時及び、入居後は毎年（２月～３月頃）、事務費徴収額の算定基礎となる収入証明資料が必要となりますので、前年分の収入証明資料又は、その写を提出してください。
・租税、社会保険料、医療費等の控除を受けたい方はその領収証、通知書等を提出してください。

・収入証明資料とは、前年分の年金支払通知書、源泉徴収票、確定申告等の写しをいいます。資料が見当たらない場合は、年金等が振り込まれている通帳の写しでも結構です。

・健康保険証、介護保険証の写しを入居時及び、変更時に提出してください。

・緊急時、救急時対応のため、疾患名や服薬されているお薬を把握するためにも、入居時及び、変化があったときは、服薬説明書や、検査結果等の写しを提出してください。
その他

・身元保証人の変更等があったときは直ちに届け出てください。
・事務所の営業時間は平日午前８時４５分～午後５時４５分までです。それ以外については、介護員や当直者が対応しますが、内容によっては、日を改めて頂くこともあります。
・地域住民の方、施設の入居者の方たちと挨拶を交わすなど、平和な親しい関係が保たれる
よう努めてください。
・居室内に非常コールブザーが設置されておりますが、緊急非常時以外はみだりに使わないで下さい。
・貴重品などの保管については、ケアハウス第三親和園は一切の責任をもちませんので紛失や盗難にあわないように、その保管には十分注意してください。
7.緊急時の対応方法

入居中に容体の変化等があった場合は、医師等の指示により身元引受人に連絡するとともに、医療機関、救急隊等へ連絡します。

8.協力医療機関

　①岩橋内科

　②龍神整形外科

　③各歯科医療機関
　④その他入居者の実情や希望により連携

9.非常災害対策

・防火時の対応

　災害現場の把握をした上で、まず初期防止に努める。初期における対応が困難な場合、火災・救急・救助機関に速やかに通報し、入居者の安全の確保を迅速に行う。
・防災設備

消化器、スプリンクラー、火災受信機、屋内消火栓、火災報知機、感熱機等により災害に対応しています。

・防災訓練

法で定められた訓練を実施しています。

・防火責任者

生活相談員　中井　誠
10.サービス内容に関する苦情

（1）当事業所苦情受付窓口

電話　073-473-9600　（平日午前8時45分～午後5時45分まで）

担当者　生活相談員　中井　誠
（2）和歌山市高齢者・地域福祉課

　　電話073-435-1063

（3）第三者委員
	氏　　名
	役　　職
	連絡先

	小川　武
	法人監事
	073-444-7805

	松嶋　隆男
	社会福祉士
	073-445-2595


11.損害賠償

事業所の責任により入居者に生じた損害については、事業所は速やかにその損害を賠償いたします。守秘義務に違反した場合も同様とします。ただし、その損害の発生について、入居者に故意又は過失が認められる場合には、事業所の損害賠償責任を減じる場合があります。
軽費老人ホーム　ケアハウス入居にあたり、入居者に対して契約書及び本書面にもとづいて重要な事項を説明しました。

令和　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日　　　　　事業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　和歌山市杭ノ瀬463番地1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称　社会福祉法人　親和園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケアハウス第三親和園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説明者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　私は、契約書及び本書面により、事業者から軽費老人ホーム　ケアハウスについての重要事項の説明を受け、同意します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入居者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（身元保証人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続　柄     (                   ) 
　（身元保証人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続　柄     (                   )
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